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佳作

日本に来てから一年以上経ちます。19歳の時ベトナムと
習慣、食べ物、天気、何もかも異なる国、日本に来るこ
とを決めました。出国する前、友達に「日本での生活は
バラ色ではない」と言われました。とても不安でした。
日本に来たとき、言語が私の最大の障壁でした。私は本
当にみんなと話したいのてすが、私は間違ったことを言
うのではないかと心配していました。みんなは間違った
日本語を聞いて笑います。それで、徐々に私は静かにな
り、おしゃべりが少なくなりました。その時の私の目は
真っ黒でした。私は毎日家族に電話して話すことしかで
きません。両親は私の暗い顔を見て、大いに励ましてく
れました。家族が心配する必要がないように、私は幸せ
でなければならないことに気づきました。今では、日本
語を学び、以前より自信を持って話せるようになりまし
た。みんなとても熱心で、たくさん教えてくれました。
だんだんと会社のみんなと友達になり、話したり外食し
たりするようになりました。すごくうれしいです。
みんなと私の仕事について話すとき、相手はきまって驚
いて、「なぜ女の子なのに溶接を選ぶの？」と尋ねてき

ます。日本に来る前、これは私が働きたいと思っていた
業界ではありませんでした。ただ、給料が安定している
ので選びます。見習いのときは大変な苦労があり、やけ
どやけがをすることが多かったので、仕事に行くのが怖
い日もありました。先輩が「不可能なことは何もない。
すべてが初めてなんだから。」と言ってくれて、徐々に
それを理解しました。しばらく働いた後、私はこの仕事
に慣れて好きになりました。
初めて日本で新幹線に乗った時は、駅員の熱意に本当に
驚きました。最初は乗るのに苦労しました。切符の買い
方も、どの電車に乗るかもわかりませんでした。スタッ
フに聞くのが怖くて、日本語もあまりわかりませんでし
た。しかし、私がパニックになったとき、彼らは私を助
けに来て、私に分かるように何度も話しました。すごい
と思います。駅員だけでなく、日本人はとても親切で、
熱心で、とてもすばらしい働き方をしているようです。
すべてが私にとってますます簡単になっています。そし
て私はそれを知らずにここの生活と人々を愛しています。
今、「日本の生活を色で例えたら何色か」と聞かれたら、
私は「私にとってはピンク、白、赤です。色がたくさん
あります。」と答えます。人生の色は自分で描いていま
す。美しく彩りましょう。難しいことでも、頑張らなけ
ればなりません。夢をかなえるのに簡単な方法はありま
せん。
日本に来て、みんなに会い、たくさんのことを学び、徐々
に成熟してきたことを本当にうれしく思います。今は日
本の春、さくらの季節が咲きます。機会があれば、家族
を日本に呼びたいです。
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日本の生活の色

　私の名前はウヤンガです。二十二さいです。
　私の両親は子供がすごく欲しかったのですが六年間で
きませんでした。
　そのあと私が生まれたので家族は幸せになりました。
　私はたくさんの愛情を受けて育ちました。
　そして弟が生まれてもっと幸せになりました。
　しかし、その時からお父さんは悪い人となかよくなっ
て毎日お酒を飲んで、お母さんをなぐるようになりまし
た。
　私はそれから世界で一番幸せな子と思ったことがまち
がいだと思うようになりました。
　この酷い状況をお母さんは、七年ぐらい我慢してその
あと離婚しました。
　そして私はお母さんと弟とウランバートルへ行って住
むことになりました。
　その時に思ったことは怖いお父さんから離れたことは
よかったのですが、一番愛していたお父さんが目の前で
酷い人になったことはとても寂しかったです。
　子供の時はとても甘えて住んでいましたが、ウラン

バートルに来てから辛かったです。
　お母さんは仕事をしていましたから、私は弟の面倒を
見ながら、勉強や家のそうじや、ご飯を作るとかいろい
ろやってきました。
　そのため、私には同世代の子のように遊ぶ時間があり
ませんでした。まわりの人は私に対し、どれくらい大変
かを分からないのにいつも「もっと頑張ってください。」
と言ってました。
　私は、人に比べてこういった人生が悲しかったです。
　でもそこにはお母さんの見えない努力がああると感じ
ました。
　お母さんが二人のおさない子供を育てるためにどれほ
どいっしょうけんめい働いていたか、そしてお母さんに
とってどれほど大変であったか、私は想像もしてません
でした。
　お母さんは私が知っている中で、
　最もがまん強い女性です。
　お母さんは私のために大変な困難を克服して育ててく
れました。
　こんなに立派な女性に愛されているから私は何が起
こってもあきらめません。
　いつも幸せに生活してお母さんの心をいやして何が
あってもやる気まんまんで頑張っていきたいです。
　だれにも私のお母さんのような大事な人がいると思い
ます。だから皆さんいつも心強く生きていけるのだろう。
　そんなことに気づいた私は、お母さんをもっと助けよ
うと思い、人生を変えるために日本に来ました。
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